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第 2四半期（累計）業績予想及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2021 年 7 月 30 日開催の取締役会において、以下の通り、最近の業績の動向等を踏まえ、2021 年 5 月

7 日に開示した 2022年 3月期（2021年 4月 1日～2022 年 3月 31日）の第 2四半期（累計）及び通期の業績予想

を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．第 2 四半期（累計）の業績予想について 

（１）2022年 3 月期 第 2四半期（累計）連結業績予想（2021年 4月 1日～2021 年 9月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

100,000 

百万円 

1,800 

百万円 

1,900 

百万円 

1,400 

円 銭 

65.25 

今回修正予想（B） 105,000 2,300 2,500 1,700 79.75 

増減額（B－A） 5,000 500 600 300  

増減率（％） 5.0 27.8 31.6 21.4  

（ご参考）前期実績 

（2021年3月期第2四半期） 
76,185 663 916 894 41.64 

 

（２）2022年 3 月期 第 2四半期（累計）個別業績予想（2021年 4月 1日～2021 年 9月 30日） 

 

売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

87,000 

百万円 

1,600 

百万円 

1,200 

円 銭 

55.93 

今回修正予想（B） 91,500 2,000 1,400 65.68 

増減額（B－A） 4,500 400 200  

増減率（％） 5.2 25.0 16.7  

（ご参考）前期実績 

（2021年3月期第2四半期） 
67,675 1,028 1,054 49.10 

 

 

２．通期の業績予想について 

（１）2022年 3 月期通期連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

200,000 

百万円 

3,700 

百万円 

4,000 

百万円 

3,000 

円 銭 

139.82 

今回修正予想（B） 205,000 4,200 4,600 3,300 154.81 

増減額（B－A） 5,000 500 600 300  

増減率（％） 2.5 13.5 15.0 10.0  

（ご参考）前期実績 

（2021年 3月期） 
175,464 2,796 3,348 2,785 129.65 

 



（２）2022年 3 月期通期個別業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月 31 日） 

 

売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

175,000 

百万円 

3,000 

百万円 

2,300 

円 銭 

107.20 

今回修正予想（B） 179,500 3,400 2,500 117.28 

増減額（B－A） 4,500 400 200  

増減率（％） 2.6 13.3 8.7  

（ご参考）前期実績 

（2021年 3月期） 
154,793 2,818 2,462 114.61 

 

 

３．修正の理由 

 2022年 3月期の連結及び個別業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響や車載用半導体不足

による自動車減産など、先行きへの不透明感が残っておりますが、足元では商用車及び建産機業界等の生産回復

が堅調に推移し、期初の想定を上回る需要を見込んでおります。この結果、第 2四半期（累計）及び通期共に、

売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益及び当期純利益のいずれも前回公表した業績

予想の数値を上回る見込みとなったため、業績予想を修正いたします。 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


